
黒部川ダム排砂評価委員会とは・・・ 
 

 

 

１．連携排砂実施までの流れ 
連携排砂の実施にあたっては、その方法について学識経験者及び地域の意見を頂きながら実施し

ています。（次頁「【参考】連携排砂実施までの流れ」参照） 

 

 

 

２．黒部川ダム排砂評価委員会の概要 
黒部川ダム排砂評価委員会は各種の環境項目に詳しい学識経験者によって構成され、今年度の連

携排砂に伴い実施した環境調査結果の評価、翌年度の連携排砂計画(案)に対する審議・評価を行

うことを目的に設置されています。 
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３．これまでの開催状況 
黒部川ダム排砂評価委員会は平成１０年３月２６日に第１回が開催され、これまで４５回の委員

会が開催されてきました。委員会の開催は通常、当年度の連携排砂に伴う環境調査が終了する１月

頃、連携排砂実施期間前の３月頃の年２回となっています。 

今回の委員会では、第４５回排砂評価委員会でお示しできなかった平成２８年度連携排砂の環境

調査結果と平成２９年度の連携排砂の計画案についてご審議いただくこととなっております。 

 

なお、最近の開催状況は下記のとおりです。 

  ○第４５回  平成２９年１月１７日（火） １３：３０～１６：００ 

  【議題】１． 平成２８年度連携排砂の実施経過について 

      ２． 平成２８年度連携排砂に伴う環境調査結果について 

      ３． 大粒径土砂の移動状況調査結果について 

 

 ※平成２８年度の連携排砂計画（案）については、委員会を開催せず持ち回りにより評価をいただ

きました。 

 

 

４．過去の開催結果 
これまでの黒部川ダム排砂評価委員会の配布資料及び開催結果については以下のホームページ

URLにおいて閲覧、ダウンロードすることができます。 

 

【国土交通省 北陸地方整備局 黒部河川事務所ホームページ内  

「黒部川ダム排砂関連情報」バナーより】 

http://www.kurobe.go.jp/cgi-bin/haisa/haisa.cgi 
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